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基本方針 1.質の高い安全な医療  2.救急医療  3.国内外の医療救援活動 
4.地域連携  5.教育・研修・研鑽  6.患者・職員満足度の向上

病院の理念 地域とともに世界を視野に
信頼される最善の医療を

　H27年3月までは耳鼻科部長の福島淳一医師が形成外科を併任しておりましたが、4月より形成外科専任の
医師として赴任して参りました。今後、下記に示すような、より幅広い疾患に対して対応が可能となります。

①皮膚、皮下、軟部腫瘍（良性、悪性）
　皮膚腫瘍、皮下腫瘍、軟部腫瘍（良性、悪性）の切除を行います。組織欠損のサイズや部位により、必要に応じて
再建手術を行います。

②難治性潰瘍
　糖尿病性足潰瘍や重症下肢虚血、うっ滞性皮膚潰瘍に対して、循環器内科、糖尿病内科、腎臓内科、心臓血管
外科等の医師や皮膚排泄ケア認定看護師とともに、下肢救済に必要なチーム医療を行っています。また褥瘡に
対しても、軟膏療法、持続陰圧吸引療法を含めた保存的加療、皮弁手術を含めた外科的治療を行っています。

③顔面、手の外傷
　顔面の皮膚、軟部組織損傷、骨折に対する処
置、手術を行っています。また手指の外傷（骨
折、血管、神経、腱損傷）に対する外科的処置、
再建手術を行っています。また外傷や熱傷に
よって生じた瘢痕拘縮に対する外科的治療を
行っています。

④熱傷
　小児を含めた熱傷患者に対して加療を行っ
ています。軟膏や創傷被覆材を用いた保存的
加療や、必要に応じて手術治療（植皮術等）を
行います。

⑤表在性先天異常
　副耳、埋没耳などの顔面、多指症、合指症な
どの手指、臍ヘルニアなどの体幹部の表在性
先天奇形に対する治療を行っています。
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津田 雅由

月・水曜日の午前中（受付は11時まで）に外来診療を行っていま
す。ただし、緊急の処置を要する患者さんの場合、直接ご連絡い
ただけますと、可能な限り対応させて頂きます。今後も地域の
医療に貢献できますよう努力して参りますので、よろしくお願い申
し上げます。

当科の診療日
上段右から3番目が津田医師



　この度、「ふくじゅそう」にて薬剤部の紹介をさせて頂きます。
　当院薬剤部は、平成27年度から薬剤部長の交代、新人薬剤師4名の採用を経て新体制に変わりました。
　業務内容は、入院・外来の内服・注射薬の調剤、病棟薬剤業務、医薬品情報管理(DI)業務だけでなく、院内の
各種チーム・委員会や病棟の回診などにも積極的に参画し、他の医療スタッフと連携してチーム医療の中で薬剤
師の職能を発揮しています。

【調剤業務】
　調剤する際、処方箋に反映した血液検査の結果や
服用薬剤などを電子カルテから確認し、適切な薬物
治療が行われているかを監査しています。さらに、
処方監査支援システムにより薬剤の相互作用の
監査を行っています。その他、調剤薬局からの疑義
照会の窓口も行っており、専用の連絡用紙を用い
て迅速な対応を心がけています。
　注射薬調剤では、平成27年3月から注射薬自動
払出システムを導入し、患者さんごとに注射薬を
セットし病棟へ払い出しています。病院全体でも
注射薬のバーコードシステムを導入し、確実で安全
な医療を提供しています。

【外来常用薬確認】
　平成26年1月から手術予定の患者さんを対象に、
常用薬を把握するために、入院前に持参薬の確認を
行っています。確認の際には、常用薬やお薬手帳な
どの情報を持参していただきます。

【がん化学療法】
　当院では、多くの診療科でがん化学療法を施行し
ており、全てのがん化学療法のレジメン管理を行っ
ています。薬剤師は外来化学療法室や病棟におい
て、がん化学療法を受けられる患者さんに説明や
薬歴管理、副作用のチェックを行っています。

【病棟薬剤業務】
　全病棟に薬剤師を1名ずつ配置し、入院から退院
までに使用される薬剤を確認し、持参薬確認、服薬
指導、副作用確認などの業務を行っています。また、
医師・看護師に医薬品の情報提供を行い、医薬品適
正使用に心がけています。

　最後に、当院では医療費軽減を目的に、後発品
（ジェネリック）医薬品の使用を推進させて頂いて
います。何卒、ご理解のほどよろしくお願いします。
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上図）注射自動払出システム

上図）当院処方箋レイアウト

薬剤部長
藤永 理恵子



　当院は平成２3年4月に地域医療支援
病院承認から４年目を迎えます。地域医
療連携室は、コーディネーターとして
多くの職種と連携を図り“地域の先生方
と院内の医師が診療情報を共有し、
ご紹介いただいた患者さんの情報をも
とに質の高い医療を提供すること”に
貢献することを使命としています。

連携室　室長
平方 副院長

　現在、325医療機関の登録医の先生方とともに、地域
の皆さんの健康を支えています。

●開放型病床のご利用をお待ちしています●
開放型病床を利用いただき、紹介で入院された患者さ
んと紹介元の先生と院内の主治医が、今までの治療内
容および経過、現在の病状について情報共有し、退院後
も患者さんが安心して紹介元の先生で治療の継続がで
きるよう、地域の先生との連携を深めています。

登録医　～地域を結ぼう～

　今年でこの協議会も
17回目を迎えます。
病診連携の強化、そして
“顔の見える連携”の大
事な機会です。地域の先
生方との意見交換等の
場を増やし、緊密な地域
連携につなげたいと思
います。

顔の見える連携のために
～病診・病病連携連絡協議会～

平成26年6月16日　参加総数283名

野口内科クリニック   院長　野口 秀哉先生

　医療の高度化や多様
化に伴い個人の診療所で
は対応できない事がしば
しばあります。そのため、
地域の医療機関と情報
交換を行い、患者さんに
とってより良い医療と安
全を提供する「地域医療
連携」の構築が重要であ
る事は、医療者にとって共通の認識であると思います。　
　その窓口である「地域医療連携室」のスタッフの皆様に
は、日頃から、迅速で柔軟なご対応に大変感謝申し上げま
す。日々、多くのご相談があると思いますが今後も医療
連携の橋渡しとしての役割を十分に発揮していただき
たいと思います。

地域の先生より連携室へメッセージ
～南区医師会 専務理事 野口 秀哉先生～

CT機器

◎ＣＴ ＭＲＩ シンチグラム
   （骨・脳血流・甲状腺腫
　瘍・その他）
◎骨密度　
◎放射線治療
◎内視鏡　超音波検査

放射線機器等を地域の
多くの先生方に利用して
いただくため、検査予約を受付しています。

病診連携による医療機器の提供

　福岡県医師会主導で、地域の皆さんに安心な毎日を過ごして
いただくよう構築された、新しい病診連携ネットワークです。

福岡県医師会診療情報ネットワーク
“とびうめネット” に参加しています

時にはご意見ご要望のお電
話もあります。地域からの
声を真摯に受け止め、当該
部署へ伝達し、早急な改善
につなげています。

地域医療支援病院として
機能や役割を高めてまいります。 
代表 092-521-1211   
直通 0120-521-992

地域医療
連携室
地域とともに、地域に

つながる

医療連携を～
～

地域の医療機関からは、受診相談、診療情報に関する問い
合わせなど、さまざまなお電話をいただきます。

　地域医療連携室は病院の顔として安心・信頼の
窓口になれるよう、速やかに必要に応じた対応を
することが重要だと考えています。
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　H27年3月までは耳鼻科部長の福島淳一医師が形成外科を併任しておりましたが、4月より形成外科専任の
医師として赴任して参りました。今後、下記に示すような、より幅広い疾患に対して対応が可能となります。

①皮膚、皮下、軟部腫瘍（良性、悪性）
　皮膚腫瘍、皮下腫瘍、軟部腫瘍（良性、悪性）の切除を行います。組織欠損のサイズや部位により、必要に応じて
再建手術を行います。

②難治性潰瘍
　糖尿病性足潰瘍や重症下肢虚血、うっ滞性皮膚潰瘍に対して、循環器内科、糖尿病内科、腎臓内科、心臓血管
外科等の医師や皮膚排泄ケア認定看護師とともに、下肢救済に必要なチーム医療を行っています。また褥瘡に
対しても、軟膏療法、持続陰圧吸引療法を含めた保存的加療、皮弁手術を含めた外科的治療を行っています。

③顔面、手の外傷
　顔面の皮膚、軟部組織損傷、骨折に対する処
置、手術を行っています。また手指の外傷（骨
折、血管、神経、腱損傷）に対する外科的処置、
再建手術を行っています。また外傷や熱傷に
よって生じた瘢痕拘縮に対する外科的治療を
行っています。

④熱傷
　小児を含めた熱傷患者に対して加療を行っ
ています。軟膏や創傷被覆材を用いた保存的
加療や、必要に応じて手術治療（植皮術等）を
行います。

⑤表在性先天異常
　副耳、埋没耳などの顔面、多指症、合指症な
どの手指、臍ヘルニアなどの体幹部の表在性
先天奇形に対する治療を行っています。

　現在、糖尿病患者さんは950万人、予備軍を含めると2050万人。透析患者さんは
31万人を超えています。また、食生活の欧米化による肥満や高齢化により足に何らかの
問題を抱えている方が増加しています。
　糖尿病足病変に関する国際ワーキンググループが発行した「インターナショナルコンセ
ンサス」によると、「糖尿病による下肢切断の85％は足潰瘍で、予防、教育、頻繁な観察等
を行うことで切断の比率を49～85％削減できる。」とされています。そのため、フット
ケアの専門知識を持ち、適切なケア介入ができる専門外来の必要性を痛感しました。
　平成18年9月より糖尿病患者さんを対象に、足のトラブルの早期発見とケアを目的に
糖尿病内科医師とともにフットケア外来を開設し、平成21年6月には循環器内科医師
とともに、足の動脈硬化に対し血流改善を目的にカテーテル治療を行う足病外来を
開設しました。同年9月には靴の環境を整えるため義肢装具士を交えたインソール外来
を開設し、平成25年1月から那珂川病院血管外科竹内医師の協力を得て、インソール
外来･爪外来へ移行し、爪や足に関する様々な問題にも対応できるようになりました。
平成27年4月には形成外科の医師が赴任され、創傷の対処ができるようになりました。
　当院では、３ＤＣＴやＳＰＰなども機器が充足し、速やかな診断と各専門外来が協働し、
集学的治療に努めております。今後も、足の専門外来それぞれがチーム一丸となり足に
関する地域のゲートキーパーとしての役割が担えるよう努めていきたいと考えております。
今後ともご支援よろしくお願い致します。

フットケア外来
診察日：毎週木曜日　
時間：9時～12時（完全予約制）
対象：福岡赤十字病院　
　　　糖尿病患者
相談窓口：糖尿病内科外来
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フットケア担当　糖尿病医師・看護師

足病外来
診察日：毎日9時～11時
相談窓口：循環器内科外来

循環器医師

インソール外来・爪外来医師・看護師 形成外科医師

インソール外来・爪外来
診察日：第1・3金曜日
時間：9時～16時（完全予約制）
相談窓口：専門外来　石井

形成外科外来
診察日：月・水曜日　
時間：9時～11時
相談窓口：形成外科外来



当院との地域連携について
どのようにお考えですか？

地域の皆さまにメッセージをお願いします。

アピールポイント

　地域の中核病院である福岡赤十字病院と密に
連携を取って後方病院として地域の方々の医療の
役に立てればと考えています。
　また、先生方とのフェイスtoフェイスの関係が築か
れていることから安心して患者さんをお任せしてい
ます。今後は急性期病院と地域包括ケア病床である
当院との機能分担を明確にして、さらに連携を深め
て行きたいと考えています。

　地域に根ざした医療を実施しており、民間病院な
らではのサービスを行うことが出来ますのでいつで
も来院ください。
　また、多様な施設を整備しており患者さんの状態
に合わせ切れ目のない医療を提供していますので
安心して受診することが出来る病院です。
　そして医療・介護のよろず事なんでもご相談頂け
れば親身に対応いたしますので、お困りの点があれ
ば当院の医師・看護師などにお声掛けください。

　地域包括ケアを生かしたきめ細やかな診療を実施
しています。また、医療のみならず看護、福祉の総合
的なサービスを提供しています。

左が久原伊知郎理事長、右が山下青史朗院長

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士、約70名の元気な職員が心を込めて患者さんの生活の支援を実施しています。

先生に
インタビュ

ー

当院の基本理念である「地域とともに世界を視野に信頼される最
善の医療を」を行うための心強いパートナーとなる登録医の先
生方をご紹介します。今回は『医療法人恵光会　原病院』です。登録医紹介

地域とともに！

基本情報
理 事 長
院 長
住 所
T E L
診療科目

休 診日
H  P

◎
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◎
◎

◎
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久原 伊知郎
山下 青史朗
福岡市南区若久2丁目6番1号
092‐551‐2431
内科・循環器科・呼吸器科・消化器科・整形外科・腎臓内科・
リハビリテーション科・歯科・口腔外科
日曜・祝日（ただし、急患の場合はこの限りではありません）
http://www.hara-hospital.com

：
：
：
：
：

：
：

医療法人恵光会　原病院
対象疾患：全般に対応　
得意分野：内科全般、透析、リハビリテーション、看取りのホスピス（緩和ケア）

病院のみならず、在宅支援センター・介護老人保健施
設・ショートステイ・グループホームライフなどを有し、
一貫した医療で健康という愛の糸を紡いでいます。

特 徴

　



福 岡 赤 十 字 病 院 外 来 診 察 担 当 医 一 覧 表

科 別 氏 名 月 火 水 木 金 専門分野 備  考

総合診療科

 

 
消化器内科

 

 

 

 腎臓内科

 

 

 
糖尿病・
代謝内科

 
内分泌内科

循環器内科

 

 

呼吸器内科

 

 
肝臓内科

血液・腫瘍内科

脳血管内科

 

膠原病内科

感染症内科

外　　科

心臓血管外科

脳神経外科

 

 

澤山　泰典
居原 　 毅
柿本　聖樹
平川　克哉
工藤　哲司
藤 岡 　 審
平 田 　 敬
原 　 裕一
平方　秀樹
満生　浩司
四枝　英樹
黒木　裕介
中川　兼康
荒瀬　北斗
吉田　祐子
筒　 信隆
佐々木 伸浩
菊池　洋平
川本　 徹
川井　希実
中川　瑞穂
目 野 　 宏
古財　敏之
堺 　 浩二
林谷　俊児
松川　龍一
本田　修浩
甲木　雅人
出口　裕子
大 内 　 洋
白石　祥理
神宮司 祐治郎
森崎　隆史
渡邊 　 洋
西澤　新也
久能　志津香
土屋　直壮
谷本　一樹
坂本　佳治
藤井　健一郎
三本木　良紀
山 中 　 圭
坂井　翔建
井上 　 靖
中野　未来
石丸　敏之
中村　啓二
鎗 水 　 彰
寺坂　禮治
中房　祐司
本山　健太郎
小島　雅之
橋爪　健太郎
山元　啓文
井上　重隆
家永 　 淳
堤 　 宏介
寺坂　壮史
松田　諒太
久野　恭子
非常勤（乳腺）
河野　博之
宮本　和幸
馬場　啓徳
神西　優樹
継 　 　 仁
吉 岡 　 努
平田　陽子
三木　浩一
高木　友博

内科一般・生活習慣病・
睡眠時無呼吸症候群

消化管（食道・胃・大腸）

腎臓

糖尿病

内分泌･糖尿病

呼吸器一般

肝疾患一般

血液疾患一般、固形腫瘍の
化学療法※水曜日は交替制

脳卒中

膠原病

感染症一般※水曜日は隔週

一般外科、
消化器外科、肝胆膵外科、
乳腺・内分泌外科、
呼吸器外科、
腹腔鏡下・胸腔鏡下手術、
腎移植、腎不全外科、
ERCP、PTCD、EST

心臓外科、
大動脈瘤、血管外科

脳神経外科疾患

○

○

▲
○

▲
○

○
▲

●
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○

○
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●
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●
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○

○

○

●
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●
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●

●
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▲
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●

●
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○
○

○
▲
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部長

部長

副院長
部長
副部長

部長
副部長

部長
副院長
部長
副部長
副部長

部長

部長
副部長

部長

部長

部長

部長

院長
副院長
部長
部長
副部長
副部長
副部長

副院長
部長

部長
部長

○
○

○
▲

○

○

●
○

●
○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

科 別 氏 名 月 火 水 木 金 専門分野 備  考
竹下　弘道
加来　裕美子
山中　一郎
吉山　慶三
石本　真実子
泊 　 真 二
伊藤　康正
瀬尾　健一
由布　竜矢
安原　隆寛
岡本　重敏
太田　昌成
西 田 　 眞
遠城　幸子
衞藤　貴子
北出　尚子
蜂須賀　正紘
吉冨　智幸
末永　壮賢
吉田　紘子
加治　佐和子
原田　達生
波多江　 健
檜山　麻衣子
黒木　理恵
高 田 　 結
尾田　琢也
黒川　麻里
非常勤（神経再来）
非常勤（循環器再来）
福島　淳一
賀数　康弘
竹内　寅之進
五島 　 透
津田　雅由
後 藤 　 健
柚木　貴和
小 林 　 武
白水 　 翼
溝 口 　 瞳
芝田　寿美男
非 常 勤
左坐　春喜
樺山　哲郎
盧 　 徳 鉉
井上　昭宏
米澤　政人
上原　隆治
江 口 　 明
迎 　 雅 彦
堀江　利彰
権丈 　 緑
三股　美帆里
津田　幸穀
名西　紀子
松下　亜希
福井　康人
馬場　麻理子
秋吉　瑠美子
西 川 　 文
中島 　 豊
西山　憲一
友尻　茂樹
川原　加苗
荒武　憲司
皆川　雄郷
村瀬　美奈子
田中　道子

副部長

部長

部長
部長
副部長

部長
部長
副部長

部長
部長

部長
副部長

副部長
部長
副部長

副部長

部長
副部長
部長
副部長

部長
部長
副部長

部長
部長
部長

部長

 

眼科 

整形外科 
 
 
 

産婦人科 
 
 
 

小児科
 
 

耳鼻咽喉科

形成外科

泌尿器科
 

精神科

歯科・
歯科口腔外科
 
放射線科
 
 
 
 

麻酔科

 
 

検査部
病理診断科

 
救急科

健診部

検査依頼（ＣＴ・ＭＲＩ・ＲＩ等）のみ・電話予約制

術中管理

救急（各種中毒疾患含む）

循環器

検体検査管理
人体病理一般

○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
産
婦

産
婦

産婦

○
○

○

※

○
●

●

●
●
○
○

一般、尋常性乾癬、
アトピー性皮膚炎

糖尿病性網膜症、
白内障、緑内障　　　　　　　　
（再来は完全予約制）
脊椎･脊髄外科
関節外科・リウマチ・腫瘍
リウマチ・関節外科
膝関節・脊椎外科・一般
外傷・一般
外傷・一般
外傷・一般

患者さんの紹介につきましては地域医療連携室で承ります。
（時間外・土日祝日につきましては夜間受付に切り替えて24時間体制でお受けします）

専用TEL　　0120-521-993  専用FAX　　0120-521-992

●受付時間　月曜日～金曜日（初診・再診）8：10～11：00
総合診療科　
呼吸器内科　　　　　　　　　  
心臓血管外科  
脳神経外科  

皮膚科　　　　　　　　　  

眼科  

整形外科
  
産婦人科

耳鼻咽喉科　　　　　　　　　  

精神科  

歯科  

（初診）木曜日のみ内科担当医による交替制です
（初診・再診）　月・水・木のみ    
 火・木のみ　8：1０～１１：００ 
（初診・再診） 水曜日は手術日とさせていただきます    
（初診） 月　８：１０～１０：００（火～金は通常通り） 
（再診） 完全予約制    
（初診） 火・木　８：１０～１０：００（月・水・金は通常通り） 
（再診） 完全予約制    
 木　８：１０～１０：００（月・水・金は通常通り） 
 火曜日は手術日とさせていただきます    
（初診・再診） 火・木　８：１０～１０：００（月・水・金は通常通り） 
（初診） 火・木　８：１０～１０：００（月・水は通常通り） 
 金曜日は紹介患者さんと予約のみとさせていただきます。
                金曜日の紹介患者さんの受付は、午前10時までです。    
（再診） 完全予約制    
（初診） 月・水のみ（完全予約制）　　     
（再診） 完全予約制    
（再診） 完全予約制    

●診療開始時間……午前８時４０分
●平日時間外及び休日急患診療（当直体制）
　◎内科系※　◎外科系※　◎循環器科　◎産婦人科 
　 ※当直体制のため必ずしも専門医の診療は受けられないことがありますのでご了承願います
　 ◎小児科   平   日（祝日を除く）　１７時～１９時３０分
　      　　　 土曜日（祝日を除く）　１３時～１９時
［備考］急患以外の一般の患者さんにつきましては、土、日、祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）は
　　　休診日です  

再来は原則予約制です。出張等で休診する場合がありますので、事前に各診療科にお尋ねください。
☎０９２-５２１-１２１１（代表）

急患の方はこの限りではございません。

○ ： 新患若しくは再来　▲ ： 午後再来（予約のみ）　● ： （予約のみ）     　　        平成27年6月1日現在
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病院管理者　【院長】            【副院長】平方 秀樹、河野 博之、中房 祐司、目野 宏 【事務部長】古澤 智久 【看護部長】松永 由紀子
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定
期
手
術
日

皮膚科 

交
替
制

周産期、
悪性腫瘍、
良性腫瘍、
腹腔鏡手術

循環器
腎疾患
一般・腎疾患
一般・腎疾患
一般・神経
一般
一般
神経
循環器（第1金曜日午後のみ）

頭頚部外科、耳科手術、
鼻内視鏡手術、
頭頚部再建手術、一般　
（再来は完全予約制）
再建外科・外傷・先天性疾患

尿路結石、排尿機能障害、
尿路性器腫瘍、尿路感染症、
腹腔鏡手術

一般・行動療法・強迫性障害
（新患・再来ともに完全予約制）
一般歯科、口腔外科
（再来は完全予約制）
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